
１２月１９日（木） 杵築会場１日目 

 

【質問者１】 

ここに集っている方々は、皆杵築市を愛して杵築市にずっと住みたいとい

う方ばかりだと思います。そういう方たちを前にこういった説明会をしなけ

ればならない執行部は非常に残念と思っています。今日は辛辣な発言が出て

くると思いますけど、私たち一市民としては非常に弱い立場でございます。

ですからここで質問者等に対してですね、不利益が絶対生じないということ

をまずもって市長にお約束していただきたいと思います。 

また、ここでですね、回答していただいたことについては、すべて責任をも

って回答していただくことを約束していただきまして次の３点を質問させて

いただきます。 

まず永松市長に対してでございますけども、平成２５年、２９年の選挙は

いずれも無投票でございました。市長のクリーンなイメージ、お話を私も何

回かお聞きしたことがありますけども、非常に上手だということで、安心を

もって市民は市長に市の運営を任せていたと思いますけども、一つ気になっ

たのが市長の発言がですね、第三者的な発言が多いような印象を受け取りま

した。その点について違和感を持ちました。ここでですね、説明していただ

きましたけども、市長の方から市長の任期の間に必ず市の財政を健全化させ

るということをですね、約束していただきたいと思います。もしそれができ

ないようであればですね、この責任を取ってですね、杵築丸という船長から

降りていただいて、もっと行政運営にたけた方、失礼な言い方ですけど、そ

ういった方に替わっていただくべきではないかと思っております。 

次にもう一点、市長ですけども、財政再生団体ということにはならないと

市長はおっしゃってましたけども、仮にですね市が夕張市のように財政再生

団体になったときに、具体的にどんなことが起きるのか、市長から説明して

いただきたいと思います。 

最後の３点目ですけども、財政課長さんに対してです。それから私は個人

的には皆さんすばらしい方だと思っております。そこに座っておられる方に

対して私は、こういった失礼な言い方をしていることに対してお許しをいた

だきたいと思います。 

平成２９年度の時点で経常収支比率は、先ほどの説明資料にもありました

けども、９８．９％になったと、つまり平成３０年のですね、昨年の６月あ

たりにおいては、この数字は出ていたんじゃないかと思います。市長の説明

から言いますと、今年の夏にこういう悪化に至った新聞報道がございました

けども、それについては、財政課というのはですね、どこの市も一番のトッ



プの方が財政課長に座ります。財政を締めていく、市長に物申す、物申せる

立場にある方だったはずですけども、市長には、その時点でどう説明してい

るのか。市長からはどういう返事があったのか、その辺を言っていただきた

いと思います。 

ここにですね、１２月１４日の新聞の記事がございます。非常にいい記事

だと思います。「杵築市、甘い行政運営」、この中でですね、ある市の、お

そらく○○か○○だと思うんですけども、財政課の方からの言葉がありまし

た。どこも中期の財政計画に基づき動いているはずなのにという疑問視して

いる、それは、中期財政計画との差がですね、発生したはずなのに今まで何

もしなかったのか、その辺についてもご説明、その３点をよろしくお願いい

たします。 

 

【市 長】 

お答えいたします。 

私の任期の間に、今回お示しをしております財政再建、緊急財政対策につ

いて全力で取り組んで、これは、市民の皆様方にある意味、ご負担を頂くよ

うなことが、やはりこれはないとは言えませんので、例えば利用料であると

か、開館の使用の日数であるとか時間であるとか、それを見直さざるをえな

いということがございます。それをやり遂げるということで、自分の職責を

果たしていきたいというふうに思っています。それから２点目の、財政再生

団体、今は再建でなくて再生という言葉を使うようです。財政再生団体、

今、夕張市ですけども夕張市について、財政再生団体になるとどうなるかと

いうと、例えばノート一冊、鉛筆一本買うにも本省の総務省の方のコントロ

ールの下で決定していくということになりますので、それは、地方自治体と

いうよりも国の直轄ということになりますので、給与とか、もちろん市民サ

ービスとかですね、比べ物にならないくらいに厳しい状況に陥るということ

です。以上です。 

 

【財政課長】 

平成２９年度の決算状況をどのように報告したかという、ご質問でありま

す。平成２９年度の決算は、平成３０年の７月ごろに確定をいたしまして、

９月議会に提出をいたします。その時点で、市長には数値的な報告は当然申

し上げております。ただ、私の報告の内容が、現在のような危機感を持った

報告ではありませんでした。私の認識が非常に甘くて、そこで現在のような

状況になるという危機感をもって市長に報告ができておりませんでした。以

上です。 



【質問者１】 

あの関連しまして、最後でございます。財政課長さんにですね。今日の説

明資料は大変良くできている資料だと思います。 

これは市民に向けてではなくてですね、市の職員向けの資料としては大変

良くできていると思います。非常に具体性に欠ける資料ではないかと思って

います。あのですね、財政課というのはですね、謝まれば済むというもので

はないんです、この危機的状況を招いたのはですね、家庭においては、収入

がいくらあり支出がどのくらいあるかというのをですね、誰も知らないとい

う、誰も責任を取らないという、そういったことはないわけですね。財政課

長が言わなければ、誰がですね判断するんですか、それは、非常に大きな問

題だと思います。以上です。 

 

【副市長】 

ありがとうございました。続きまして、はい、前の方。 

 

【質問者２】 

私は杵築が全国一、安全で住みよいところと思って、杵築に在住しておっ

たんですが、突然と財政事情が悪くなって、年取ってこういうことに遭うと

は思っておりませんでした。 

杵築は、大変住みよいところで、災害も１０年以上なかったと思っており

ます。これに災害があったらどんな財政状態になったかと思っております。

友達とかに杵築はもう人柄は温厚で、気候もいい、災害もないし、自慢をし

ていたんですが、こういう自慢ができないような状態になっております。 

そこで３つほど質問があるんですが、職員の人件費をカットするのが続く

ようですが、杵築市の職員の給料は、市の類似、国東半島から別府にいたる

ところで、今まで給料が平均より上だったのか、それともカットして横並び

になったのか、カットしたから悪くなったのか、その辺をよろしくお願いい

たします。それと公共事業の見積もりが甘いんじゃないかと思うんですよ。

もっと厳しく査定して公共事業をもっと土木事業というんですかね、そうい

うところをずっと締めたらどうですか。それとですね。もう一点は、市の余

ったところとか、閑地にですね、ボランティアでいろいろしてくれている人

があると思うんですよ。市長もご存じと思うんですが、そこにもっと余った

土地を貸してもらいたいと思うんですが、今、困ってる人もあると思うんで

すが、その辺どうでしょうか。よろしくお願いいたします。  

 

 



【総務課長】 

総務課長の河野といいます。よろしくお願いします。この度はご迷惑をか

けております。 

職員の給与ですけども、類似団体といいますか、１４市の内では職員の普

通会計における順位は１４団体中９番目となっております。それから給料で

すね、なかなか比べにくいのですけども全体的な給与だけを平均でとらえた

ときは、１４団体中、平成３０年度で７番目くらい。それから平成２９年度

は１４団体中の９番目ということで、大体真ん中かちょっと高いということ

になってると思います。そういうことでよろしいでございましょうか。 

 

【質問者２】 

それは大分県ですか。  

 

【総務課長】 

大分県であります。 

 

【質問者２】 

財政規模で杵築市は、やっぱり中辺ですか。 

 

【総務課長】 

財政課長に聞きましたら、真ん中よりも下ということであります。 

 

【質問者２】 

今までは、給与体系としては良かったという判断ですか。 

 

【総務課長】 

真ん中ぐらいだったと思っております。 

 

【財政課長】 

公共事業の査定が甘いということで、近年大型事業が、継続しておりま

す。ひとつ合併特例債という有利な起債があるということで、老朽化した施

設の建て替え、やり替えなどに有利な財源があるうちに取り組みたいという

思いが勝ちすぎたという思いはあります。 

 

 

 



【質問者２】 

申し送りなんですが、その収入のところにですね、もっと民間の活力とい

うんですか、そういうのを導入したらどうでしょうか。それをちょっと言い

忘れたんですが、よろしくお願いします。 

 

【財政課長】 

収入の確保でございます。この緊急財政対策につきましては、超短期的な

取り組みでございます。もちろん企業誘致等を行って、経常的にずっと続く

という意味の市税収入の確保等もあわせて中長期的に取り組んでいかなけれ

ばならないと考えております。 

 

【副市長】 

それともう一点ですね。市有地の活用ということで、遊休な市有地があれ

ば、お貸しできないかということでございます。その点につきましては、是

非何らかの活用があれば、市の財政課の方に申し出を頂きたいと思っており

ます。 

 

【副市長】 

はい、後ろの方。 

 

【質問者３】 

１４ページのことで、質問があるんですが、１４ページの（３）財政収支

試算対策後となっております。確かにこの表を見ますと一番右下の令和４年

度の財政調整基金残高は１０億円を超えておりますので目標は達成してるん

ですが、単年度の不足額を見るとですね令和２・３・４とそれぞれ２億７千

万円、３億５千万円、２億９千万円の赤字がずっと続いております。という

ことは、あと３年、令和５・６・７年の３年でこの財政調整基金残高は０円

になると思われます。少なくとも令和４年度にはプライマリーバランスが健

全化していないと令和５年以降ですね、あっという間に基金が尽きてしまう

と思われますが、その点についてどう考えておられるかよろしくお願いいた

します。 

 

【財政課長】 

一番上の財源不足額につきましては、この表は予算ベースで作っておりま

す。この財源不足額を算定するにあたりまして、収入につきましては非常に

厳しい見積もり、あるいは留保財源を考慮した収入で見積もっております。



例えば令和２年度で申しますと、この対策を実現いたしまして、こういう予

算が組めた場合は決算ベースでは留保財源それから予算の未執行等が出て参

りますので、この予算額を実現して決算では、この不足額を限りなくゼロに

近づけたいという、そういうことでこの表を作らせていただいております。 

 

【質問者３】 

ありがとうございました。ただその説明を受けますと、財政調整基金が減

ってくのはおかしいような気もするんですが、まあ、いいです。 

 

【副市長】 

はい、次の方。 

 

【質問者４】 

繰り返しになりますが、今回、こういう事態に陥ったことに対する市長と

か市の幹部、何か責任感の無さが目に見えてしょうがない。今回こういう対

策を練って今日説明してくれておるわけですが、果たしてこれ本当にいくの

かなという疑問すら思うわけです。今までの状況からして、これはもう見せ

かけじゃないかと、悪く言えば、そういう気がしてしょうがない。 

まず一つは、歳入の予定ですね。将来、大企業も撤退するところもありま

す。産業、農業、漁業、地方の産業、一次産業はどんどん衰退していく一方

です。そういう中で、市税がどれだけ入っていくのか、今のまま、そのまま

継続できるのだろうか、おそらく億単位ぐらいでどんどん落ちていくんじゃ

ないか。私はそういう見通しさえ思っております。それを考えずにですね、

現在の収入歳入、その額を基にして何をいくら削減したらこういう収支にな

るという説明で、さあ本当になるんだろうか、ならなかったらどうなるんだ

ろうか、そこら辺は全然見えてまいりません。それから人件費の削減という

のがその中にあるんですが、人件費は今給与のカットという対策でなんか乗

り切ろうとしております。それが果たしてこれだけの数字になるんだろう

か、何十人も職員を削減せんとこういう数字は出てきませんね。そういう人

たちのこれから先の生活をどうする、どう思って削減しようとしてるのか。

まあ、現在の職員を早く辞めさせてどこか関係する先に、例えば公民館長の

後回しにするちゅうな話も聞こえております。本当、今の公民館長はどうす

るの。これは契約雇用ですからしょうがないといえばそうかもしれません

が、こういう行政そのものの怠慢によった結果が、そういうところにしわ寄

せが行ってしまう。こういうことの考え方がどうなんでしょうかね。許され

るんかどうか。それから一般事務事業の見直しの中で、例えば極端な話、ニ



ュースを聞いていますと、もうテレビでも出ましたが浴場の休止・廃止、な

ぜ廃止せないかんか、これは一例ですよ、私が申し上げるのは。例えば杵築

福祉センターの浴場の廃止をすることによって、２５０万円削減ができる。

その２５０万円の削減ということを言いかえれば、現在浴場の運営するのを

２５０万円余分に金がかかっているからだと、辞めてしまえばその金は要ら

ないという恐らくその発想だと思う。こんな赤子みたいな発想をする。１０

０円のところを２００円にしてみなさい。年間９００万円の収入です。現在

６５０万円です。それで２５０万円不足するからということで辞めるんです

が、２００円にしたら９００万円入る。要は今の利用料よりも２００万円多

く利益が出てくるわけです。そういうようなことをなぜ考えずに辞めると休

止するという結論になるのだろうか。報道があったから結論として我々は受

け止めておるんですが、そんな幼稚な改革案でですね、すべてやられたんじ

ゃたまらない。そういう気持ちでおりますが、ちょっとご回答をお願いしま

す。 

 

【財政課長】 

まず、あの歳入の見積もりでございますが、また１４ページの財政収支の

試算に戻るわけでございますが、令和２度以降の歳入の見積もりにつきまし

ては、市税の減税分、それから普通地方交付税も合併算定替が終わり一本算

定へ向かう、さらに令和２年度に国勢調査がありますので、令和３年度から

は、新しい国勢調査の人口で普通交付税が算定されます。そうした減額要素

を加味したうえでの財源不足額ということで設定をさせていただいておりま

す。 

 

【総務課長】 

総務課の河野であります。人件費につきましては、ご指摘の通り大変この

度はですね、今働いている方々については、大変申し訳ないと思っておりま

す。やはり人件費の削減にあたりましては、言われましたように私どもの、

もちろん三役、職員等々の給与カットは当然であります。それから、今働い

ている方々の職場、もちろん、先ほど言ってましたように契約雇用ではござ

いますけども、１年の中で次の年については、配置をしないというような判

断をする中で、今後ですね削減していくことになります。そこに人がいなく

なるということになりますが、職員がそれをしっかりとカバーしてですね、

行かなければならないと思っております。あとそういった形で捻出をしてい

くということ。残業手当を減らすとか、いろんな工夫で人件費の方を削減に

向けて積み上げていくというふうに考えております。先ほど公民館等々、具



体的な名前が出たんですけども、公民館につきましても人件費を削減すると

いうことで、公民館長さんを、そこについては配置をせずに、職員が行っ

て、職員がこれまでのノウハウを生かして、その地域の、今実際、小規模多

機能と言いますか、地域の自治協の仕組みとか、そういうのをやっていくと

いうことで、再任用職員を配置し、今の臨時嘱託さんの給料を削減して再任

用職員を配置していくという方針を出しているところでございます。よっ

て、皆さんから新聞等でも弱い者いじめということで言われております。確

かにそうでありますけども、この危機を乗り切るには、この手段を私共は選

択をしているということであります。誠に申し訳ございません。 

 

【財政課長】 

一つ、例示として、その前のお風呂の件をいただきました。事務事業の見

直しの中で１１月２５日に議会の全員協議会を開かせていただきました。そ

の中で具体的な事務事業をリストアップして議員の皆様にはご提示をいたし

ました。その中で、おっしゃるとおり新聞報道のとおり、お風呂の廃止とい

うことも、いったんリストアップをさせていただいて議会にご提示をさせて

いただいたところでございます。安易なリストアップだというご批判でござ

います。まさにそのとおりだと思います。また、市としては報道に沿った正

式な公表をしてはないんですが、その情報統制が取れずにあのような新聞報

道になったことも合わせてお詫びを申し上げます。いったんリストアップを

させていただきましたが、まさにおっしゃる通り、そのような新たな方法を

すでに市民の皆様、あるいは職員から提示を頂いております。効果が出れば

方式は廃止にこだわるわけではございません。効果がでれば十分でございま

すので、そういったご意見を承って、新年度の予算編成の骨子を固めて改め

て皆様にご提示を差し上げていきたいと思っております。以上でございま

す。 

 

【質問者４】 

ちょっと、関連して、先ほど言い損ねましたが、例えば私は今、お風呂の

ことしか言いませんでしたけどもね、例えば文化体育館の中で、健康器具を

使ってトレーニングをやってる事業がありますね、ああいうのも個人事業主

に委託させた契約でやってるわけですが、ああいうものもですね、実際、確

定したのはどうなっているのか分かりませんが、ちらっと聞いた話では、要

するに契約額の何％かカットするとか、事業を辞めるとか、何か話が行った

り来たりしているようでございます。実のところは分かりません。いずれに

しても、ああいう事業の休止をするかとか、契約金を下げるかとかいうこと



の前に使用料を上げてできるんじゃないかということを、一つまな板に乗せ

るという考え方を、是非頭においていただいて現在、それを受託している人

が、のちのち生活に困らないようにしてあげるのが、やっぱり行政の仕事じ

ゃないかとそう思いますわね。そこのところをよく検討しておいていただけ

ればと思います。併せてお願いいたします。 

 

【副市長】 

はい、ありがとうございました。他に、一番後ろの方。 

 

【質問者５】 

まず、この資料を見せていただいてですね。私は毎月、ある企業のバラン

スシートを全部目を通してるんですよね。だから、その中で５年計画、４年

計画、３年計画、２年計画、１年計画全部あるわけです。もちろん、売り上

げから利益から人件費から全部、要するにトータルマーケットをやってるわ

けですよ。さっきの話を聞きましてね。大変驚いてるんですよね。なぜ驚い

たかって言うとね、これを５年間放置した責任というのは誰がとるかってい

うことですよ。これ、もしですよ。さっきご質問がありましたけど、何年か

経って本当に第２の夕張になったらですね、この杵築は無くなるわけです

よ。間違いなく。金も何にもない訳ですから。サービスも何もないですよ。

ゴミの回収さえしてくれない。そんなね、市行政の中でね市民が幸せを感じ

生活なんかできませんよ。それで、前置きはさておいて、申し上げたいこと

が、まず一つあります。       

私は東京に１８年居りましたけどね、株を持ってまして株主総会に随分出

ました。今日は、逆のことを言うとね、今日は、残念だけど行政ですから株

主総会と違うといえば違いますけど、市長はじめ幹部の方がいらっしゃっ

て、市で税金を払って生活してる市民が株主みたいなもんですよ。話による

と市長さんは今回の責任を取って給料を３０％、副市長さんは給料を２０％

カットされるという話でしたね、これ、もしね、一部上場企業でこんなこと

があったらね全員クビですよ。そうじゃないですか。これだけ大きな金です

よ。これが例えば５千円とかね、５０万円とか、あるいは５００万円ぐらい

だったらね、集まってきていただいている方がね杵築に対する愛情もあるか

らね、じゃ５００万円だったら皆で金を出してやっちゃおうかということに

なりますよ。だけど大変な金額ですよ。それでね、さっきも質問があったん

ですけど、３年間で黒字になるんじゃなくて赤字なんですよ。こんな計画な

んていうのはね、もし民間企業だったらね、民間企業のトップだったら絶対

こんなこと作りませんよ。さっき話を聞いていると今回の行財政計画再編に



対しては、今の市の職員のプロジェクトを作って、そこでおやりになるとい

う話がありましたね。２番目に有識者で構成したプロジェクトを作ったとお

っしゃいましたね。こういう形の結果を作った行政の職員が、リストラクシ

ョンなんか絶対できませんよ。断言しときますよ。１２０％できませんよ。

だったら５年前からもうできてますよ。本当に。さっきいろいろ意見があり

ましたけど、もう一回、この資料をやるためにはね、もう一回足元をじっく

り見てね、責任を十分考えていただいて、とにかく給料を３割カットしたら

ね、俺は責任を取ったんだというような顔は止めてほしいね。何を言ってん

だよ。ゼロだよ、ゼロ、給料は。そのぐらいの気持ちで、やるんだったら市

民も一生懸命協力しますよ。冗談じゃない。３０％で云々だって、どっかの

国の官僚みたいなことは、言わないでくれよ。それともう一つ。先ほどバラ

ンスシートの話をしたんですけどね、いろんな資料の中で、よくできてるよ

うだけど、ものすごく欠陥だらけ、それは何かといったら％が全くないって

いうこと。例えばね、質問しましょうか。行財政計画だったか、例えば議会

が協力してくれたって、金額が出てましたね。議会でこれだけ金を出しても

らいましたって。これは議会に係る総経費の何％ですか。お答えください。

それと人件費もそうです。総人件費に対するこの人件費の削減の％は何％で

すか。結論から言ったら私はものすごく低いと思っているんですよ。人件費

はもっとたたいて一番カットしやすいところなんです。でもこれは、一番厳

しいんですよ。さっきも話がありましたようにね。勤めてる市民の人もいる

訳ですから。それをカットするというのは大変ですよ。これは。だけどそれ

をやらなかったら、杵築市そのものが成り立たないんだから、やるしかない

ですよ。そういう点でね、％を教えてくださいよ。何％なのか。それとさっ

き申し上げたこと２点ですね。市長はじめ皆さん大変だと思うんですよ。同

情はしますけどもね、今は同情してる場合じゃないですよ。もう一回足元を

見てもう一回襟を正して、自分の給料を３割カットで責任を取ってるってい

う、それでいいのかどうか、もう一回足元をご覧下さいよ。 

それと人件費削減については、これは至難の業ですよ。正直言って。その

２点ですね。％と人件費削減のことについて。よろしくお願いします。 

 

【総務課長】 

先に人件費の削減の率をお伝えしたいと思います。６．８％。計算上は

６．８％になります。人件費については今、ご指摘のありました通り、生活

に直結しているところでありますので、厳しいってことは、もちろん分かっ

ているつもりであります。大変申し訳ないと思っていますが、足元をしっか

り見ていきたいと思います。誠に申し訳ございません。 



議会費はすいません。もう少しお待ちください。 

 

【質問者５】 

議会費は延期します。今、６．８％という話がありましたけどもね、本当

に少ないですよ、６．８％じゃ。やれませんよ。正直言って。さっき、どな

たかのご意見がありました。これで本当にやれるのかなっていうね。ご質問

がありましたけど。私もですね、現役の時、一つの企業のマネジメントをや

ってきたんですけど、これだけのバランスシートの中で６．８％人件費カッ

トもね、リストラクションも成功しませんよ。はっきり言っときます。そう

とういろんな点でね、さっきのお風呂の問題もそうでしょ。もう一つ、最後

に言いたいのは、現場をやってる人の意見を聞いてほしいんですよ。現場を

やってる人の意見を。雲の上のような存在であった市長がね、何のかんの言

ったって、高級車に乗ってですよ、それだけ給料もらってね、ボーとしてて

ね、何にもできませんよ、あなたには。 

 

【財政課長】 

すいません。回答が遅くなりました。議会費につきましては、２４．７％

でございます。 

 

【質問者５】 

私は、あんまり高くはないと思うんですよ。杵築の人口は３万人を切って

ますね。３万人を切ってる中で今の議員定数は何人いるんですか。何人です

か市長。 

 

【副市長】 

１８名です。 

 

【質問者５】 

１８名いるわけでしょ。２万９千しか人口いないところに１８名、多すぎ

ませんか。８名でいいんじゃないですか。そうしたらね、もっと削減できる

でしょ、それで。そっちを早くやるべきですよ、そっちを。それを正せば、

市民がついてきますよ。この数字の動きを見ててね、本当に思うのはね、危

ないですよ。さっきどなたかも申し上げましたけどね。本当に危ないです

よ。１年やって、もしこれが別な結果になって、バランスシートがひっくり

返るようなことになったらね、本当に責任はだれがとるんですか。それとす

いません。最後にこれ、大変恐縮なんですけど、人事院勧告で、この１２月



にボーナスが支払われましたね。杵築も。そのボーナスは、どう対応したん

ですか。話をしてください、ここで。市長をはじめ、全社員が１２月に人事

院勧告に基づいてボーナスをもらってますよね。全額もらったんでしょ。そ

うでしょう。だからね、さっき申し上げたように、これだけ危機管理、１０

月に分かってるんでしょ、その前から分かってるわけでしょ。分かってて、

これだけ人を集めてね、これだけの資料を作って、大見得を切って、３年た

ったら絶対やりますよと言ってね、１２月はね、人事院勧告のボーナス、い

やこれは黙ってりゃいいよ、杵築の市民はおとなしいから、そんな形でみん

なもらっちゃったんだ。普通だったらね、人間だったら、ごめんなさいって

市長がね、悪いんだけど半分だけは返そうじゃないかっていうくらいのこと

をね、言ったらどうですか、皆に。 

 

【質問者６】 

いつも秘書広報課には、苦情を申し上げに行っているので、ご存知かと思

いますけど、私は今日頂いた資料、この場で精査できるほどの能力がないの

で、今まで引っ越してきてから４年経つんですけど、４年間に配られた市議

会だよりの議員さんが作成した討議の内容について、ここ三日ほど徹夜して

見てきました。その内容でちょっとお尋ねしたいことなんかがありますので

お願いいたします。新聞報道ではですね、その平成３０年の決算の作業中に

危機的状況に気付いたというお話でしたけども、現実にはですね、もっと前

にその市長さんからの発言で危機的状況だということを認識されているとい

うことが議事録とかに残ってるわけですね。今それは、あの先ほどちょっと

聞きましたらば、大田会場でも山香会場でも指摘があったということで、な

んだ僕がちょっとスクープしたと思ったら残念なんですけど平成２７年の１

０月にですね、杵築市行政改革推進委員会というのが新しく立ち上がりまし

て、その会議の中で、新しく委員長になられた方のご発言で、ちょっと読み

ますと、これ議事録なので私が作ったもんじゃないんですけど市が作ったも

のですけど、先ほど市長の方からご挨拶があったが、地方における財政改革

というのは非常に重要な時期を迎えていると思う。杵築市においても、ここ

からが大事なんですけど市長のご挨拶によると、このままいくと経常収支比

率は１００％超えてしまう状況を迎えているということだということで平成

２７年の１０月２日に行われた行政改革の推進会議においてですね、市長が

そういうご挨拶をしていると委員長さんが申して議事録に残っております。

平成３０年の決算をしている時に気付いた割にはですね、平成２７年の１０

月にはそういうごあいさつを会議の頭でですね、されているというのがどう

も私には理解ができないんですよね。それで先ほど、まあこれからどうした



らいいかという意味で言いますとね、未収金対策の徹底だとかふるさと納税

の拡充だとか、そういうことで削減を、お金を増やして職員数と人件費の削

減に取り組むという話なんですけど、これに関してもですね今更の話であっ

て、既にですね平成３０年の３月の議会で財政課長さんが単年度収支は１億

２，６００万円の赤字なんだけれども、その経常収支比率は年ごとに上昇し

てきていて、財政の硬直化が進んでいる状況であるということで、ご答弁さ

れてるんですね。この時点で、危ねえな・危ねえなってご存じだったんでし

ょうね。なんかそのすいません、分かんなかったんですよって言うけど、そ

れが分かんなかったら仕事をしてないってことでしょ。それでね、確かに誰

でもミスはあると思うんですよ。だけど、ミスをしてはいけない部署だっ

て、先ほどもお話が出てましたけども、ミスをしてはいけない部署だし、何

重にも監査が行われて、何重にもチェックをしたうえで、上に上がって上席

者ごとに印鑑を決裁したりして、議会に出してっていう形のはずなんです

よ。市の広報誌みたいにね、誤植ばっかりでね、写真の内容は違ってる、文

字は違ってるわなんて、そういう内容じゃないんです。分かります。大体

ね、税収を上げるって言ってもね、昔、派遣切りってのがございまして、派

遣切りによってその杵築市に住んでいた単身者の方なんかが、正直、市民税

も払わずに逃げちゃったりしてる例がいっぱいあるんですよ。そのお金を滞

納処分しているかどうかは分かりません。ここに税務課長さん、お出ででな

いんでね。聞きませんけど。そういうことをしているにも関わらず、市外

に、杵築市の外に住んでいる杵築市の職員の方ってのは、だいぶ多いんです

よ。私が１０月に私の自宅に総務課長、秘書広報課長、秘書広報課の主査が

お出でになって、私が苦情を申し上げた内容についてのご説明を頂いた時の

お話では５５人いるというふうに聞いております。５５人の方が住民税を杵

築市に納めたらいくら入るんでしょうかね。たったそれだけのことが、本

来、採用の時には杵築市に住むようにお願いしているという市長の答弁があ

るわけです。だけど、それが一向に改善されていないんですよね。そりゃ

ね、嫁に行ってご主人が国東にいるんでって場合には、無理かもしれないで

すよ。だけど本人がお勤めで男性の方であれば、その方が、ほぼ決定権があ

ると思えば、杵築市に住んでいただくようにしなかったら税収なんか増えな

いんじゃないですか。それについてはご答弁をされていてね、杵築市に住ん

でいただくようにもう１回確認するというふうなことで、ご答弁があるんで

すけどね、危機管理の点や現在進めている協働のまちづくりの観点からも重

要な課題だと認識している。採用時には市内居住をお願いしている。職員と

しての責務と自覚が必要だ。今一度確認させるって言ってるんですけど、何

か５５人が減ってないってことは、何もやってないんですね。更には細かい



ことかもしれませんけど、山香の市立病院がちょっとバタバタしてて、作り

替えるとか杵築市内に持ってくるとか、山香のままじゃなかったら山香の人

間は許さないとか言ってるわけですけど、それにしてもね豊後大野市なんか

で言うと、豊後大野市の市の職員はほぼ１００％が市の病院で健康診断を受

けていますが、杵築市はそんなことはないんです。心の問題だからそんな事

は強要できないと市長はお答えいただいています。 心の問題ですか。別にそ

こで診察を受けるんじゃないんですよ。健康診断ですよ。健康診断を受け

て、あとは場合によっては、係りつけの病院に、それはしょうがないと、健

康診断をですよ、市の職員というのは市民の模範なんです。市民の誇りなん

です。そういう方々が見本を見せないで市立病院なり健康診断のセンター

が、いかにしてお金を使わないようにして効率よく運営できるかと努力をさ

れてるのを、協力しないでどうするんですか。それについても心の問題って

言って済ませちゃうんですよ。あと一つで終わらせましょう。 先ほど、給料

を減らす云々の話がありましたけど、本給だけ減らすんでしょうかね、新聞

報道だと１％から１０％を三か月やって、来年になったらば職員組合とお話

をしてやるっていうふうな意味合いで聞いてますけど、手当だってね、ここ

の３年間で勤勉ではない職員が多数いるのに、勤勉手当が毎年０．１、０．

１、０．１、０．０５で４年間で０．３５勤勉手当が上っています。上げて

います。それによって単純計算ですけども２，０００万円以上の手当てがで

すね、増えてるんですよ。４３．１歳３３４，９００円の給料だということ

で１０月に市報に載ってましたけどね、ここ４年間で０．３５上がってます

から単純計算で一人当たり１１７，２１５円の勤勉手当が増えて、ここに頂

いた資料２４６人で掛け算すると２，８８３万４，８９０円が勤勉でもない

という職員がたくさんいてですね、自分で評価をして、自分で自分のことを

客観的に見て、それを上司が決裁するらしいです。場合に寄ったら、俺仕事

できないんでごめんなさい、減らしてくださいって言う人がいるのかってい

うと休職している人と懲戒処分を受けた人以外、全員が満額受け取っていま

す。 

小刻みに上げながら、おかしいでしょ。先ほど、ボーナスもらったんだろ

って話がありましたけど、おかしいでしょ。本給をカットするって話があり

ましたけど、手当もカットしなきゃだめでしょ。おかしいでしょ。時間がな

いんでこのぐらいにしますけど、本当ね、あの自分たちはお手盛りでいくら

でも上げてるんでしょ。知らないところで。だって３級職以上の人はボーナ

スに対して更に１００分の１５までの加算割合で増やしてんですよ。元々給

料高い人だからいいのに、更に増やしてんですよ１５％。 そういうことに今

日の話全然出てこないじゃないですか。おかしいでしょ。まあ、いずれにし



てもお尋ねしたいのは、市長さんが今まで答弁してきた内容と新聞報道、今

日お話しいただいた内容がだいぶ違うので、そこら辺の時期的なものとか、

まあ浄水場ので４０億円のあれが２０億円になって、なおかつ監査委員が平

成２８年には指摘をしているのに知らなかったとかいう話もありますけど、

それは後にして、それについてお答えいただければと思います。 

 

【市 長】 

それではですね、平成２７年だったと思います。今のお話ですと、行革推

進の関係で、経常収支比率が危険だという認識をしてるじゃないかというこ

とです、確かにそのとおりです。ただ、経常収支比率については、もう一つ

あるのは、行財政改革をいっしょに実施すると、つまりこれだけ財政が頻拍

している、そのために行財政改革をやるっていうこれがセットになっており

ます。ただ、その行財政改革が、いろんな項目が何十項目あるんですけど

も、その中でやはり一番悔やんでいるのは、行財政改革が上滑りになってし

まったというとこです。ここは、申し開きのしようがございません。ですか

らこういう形で思い切った手を打たなければならない、そして皆さん方にお

詫びして、出来る限りの努力をいたします。それともう一つ先頭で走ってる

職員、現場にいる職員からそれぞれの事業であるとか、効果であるとか、住

民の皆さん方の本当の状況を把握してまいります。今回は課の数を今３０い

くつあるのを、８つくらい減らしてですね、課を大きくして、イベントであ

るとか、それからいろんな施設の休廃止というのが今問題になっております

けども、大きく課をすることによって職員が、例えば毎週イベントがある、

それぞれの課でですね、それを４つの課が一つにまとまることによって、お

年寄りが来たり、商工会が来たり、それから農業関係者が来たり、子どもさ

んが来たりっていう、イベントではそれぞれ今まで別々にやってきたこと

を、一か所にまとめて、月の中で大きなイベントにしていくことによって、

それぞれの問題が大きくならずに、休止をしたりとか、廃止をしたりとか、

皆さん方にご迷惑をかけないように、そういった案が、すでに職員の中から

出ております。これは期限を設けずに今、名前を明かさずにでもいいからと

いうことで、総務課の中にメールを受け付けるようになってます。それは期

限を設けません。思いついたらずっと言って、どんどん言ってと。そして、

その課ではなかなか、自分たちの課の状況であるとか、予算の効率性とかい

うところが、見えにくくなるということがありますので、外に出るとよくそ

の課のことが見えるという、そしてもっと言いたいのは、皆さん方が本当は

よくサービスの内容であるとか、ここを改善すべきであるとか、これとこれ

同じようなことをやってるよというご意見を頂ける、そういった方に大きく



舵をきる、当たり前のことだろうと、その通りです。やはり課が分散してる

とアイデアも出にくかったのを、思い切って改革してやっていこうと思いま

す。そういう行財政改革についての取り組みが甘かったというのが本当に大

反省のところでございます。それからあとは市外に住んでる人ということに

つきましては、それぞれ、介護であるとか結婚であるとか、それから奥さん

の勤めであるとか、やはり一人一人聞くとなるほどと思うことがあります。

ただ、憲法上、居住の自由というのがありますので、これを、表立って命令

はできません。ただ、何回も繰り返しながら、例えば市でいろんな災害があ

ったりとか、手伝いがほしいということが、住民の皆さん方と常に顔を合わ

せてないと理解できないということもあるんで、やはりそれは市内に住んで

いただきたい、もし本当に住めないということであれば、ふるさと納税があ

りますので、ほとんどの人は協力をしていただいていますので、今できるこ

と、そして人権上配慮しなければいけないことは配慮しながらお願いをして

いるというのが実情でございます。 

健康診断は、おっしゃるように豊後大野市民病院は市民が、市役所職員が

１００％受診をしております。私共も、農業関係もあって、別府にある所に

行く人もおります。これは、毎年率が上がっております。８割弱まで上がっ

てまいりました。手ぬるいということも、もちろんよく分かります。ただ、

それは命令というのはできませんけど、ほぼ命令のような形で、今言ってま

すので１００％に近づくように、もちろん当たり前ですけども、頑張ってま

いりたいと思います。山香病院の方もシステムも非常に利用しやすくなって

います。私も市長になってからずっと検診は受けていますけども、満足のい

く状況になってますので、また、市民病院でやってもいいということであれ

ば、またご協力をいただければと思います。以上です。 

 

【副市長】 

はい、どうぞ。 

 

【質問者７】 

自分は小中高と山香で過ごし、今は結婚して働きだして、１０年も経って

ないんですけども、来年の２月に新しい命が生まれます。ですが、このよう

な状況になってとても残念に思います。日出に引っ越そうか国東に引っ越そ

うかと冗談でも考えてたんですけど、ボーナス全額もらっているようなの

で、今、引っ越してもいいんじゃないかと思ってます。ちょっと３点ほど気

になったんでちょっと聞きたいんですけどケーブルテレビの利用料が改定で

３，０００万円増えるとのことですが１世帯当たり大体いくら増えるのか、



何％増えるのか、ふるさと納税の１億円以上増加を目標としていますが現在

いくらの納税額があるのか、何％増えるのか、そして市税の徴収率の向上と

あるんですが、現在、何％徴収できているんですか、未納が何％なのか気に

なるのと、３点をちょっと答えてもらいたいと思います。 

 

【財政課長】 

ケーブルテレビの利用料の改定はですね、まだ、正式に決定ということで

はなく、お願いをする段階なんですが、この３，０００万円の根拠といたし

ましては、今基本料８００円に消費税を頂いて８８０円を頂いております。

それを８００円を３００円上げさせて頂いて、１，１００円に消費税という

ことでお願いをしたいというふうに考えております。率とすれば３７．５％

ということでございます。月額です。 

 

【政策推進課長】  

ふるさと納税についてお答えさせていただきます。ふるさと納税が今ま

で、年度を重ねてまいりましたが、一昨年の平成２９年度が一番多くてです

ね、２億５，５００万円くらい。これがふるさと納税額の杵築の最高額で

す。昨年は、ふるさと納税サイトとの契約切れがあったりしまして、それが

１億６，５００万円くらい。これで１億円ぐらい去年は落ちています。今年

は、最初は予算的には３億円ということを目指してやりました。関係事業者

を２０から５０に増やして、商品は２００から５００以上に増やしまして、

あとサイトの仕組みのうまいような処理をいたしまして、既に今の段階で３

億円をもうオーバーするようになりました。先日の議会では、３億５千万円

という最高額から１億円プラスの納税額ということで予算を通していただき

ましたが、今後来年もまた同じサイトで新たな契約が取れましたので、今か

ら先１億円ずつ増やしていくという計画にさせて頂いております。以上でご

ざいます  

 

【財政課長】 

市税の徴収率につきましては、９３．４％と平成３０年度決算で、そうで

あったと記憶しております。残念ながら、県下でワーストでございます。 

 

【質問者８】 

言いたいことはたくさんあるんですが、もう呆れ返ったというような状況

ですが、その前にですね、ここに１２ページ、年度別の財政対策で人件費の

削減とか議会費の削減ということがございますが、市長はここから逆算しま



したら１，９００万円ぐらいあるんですか。３０％のように聞いてましたか

らね。３０％ということで、ここに２，０００万円ちょっと出てますね。だ

から逆算したら１，９００万円から２，０００万円、これはまあ、いいです

けどね、臨時職員の削減３４名、この方々はどうするんでしょうね。責任を

感じてくださいよ。本当に。この人方はね、年末も迎えて正月を迎えます

ね。仕事もない収入もない、来年からどうしようといいます。だから単純に

ね、簡単に削減とかね、やっぱりそれらのことを考えてください。それじゃ

なかったら、市長が３０％削減するんだったらね、もっとしてくださいよ。

それでも生活できるでしょ。あなた金持ちみたいだから。そうしてください

よ。そうしないと臨時職員はどうしようもないわ。自分はその身分になった

時どうするの。これが天災とかそういうことだったら致し方ないということ

もあるでしょうが、これは皆さん方の経営責任によってこうなったんです。

だから皆さん方が責任取らなきゃ。皆さん方と議員さんも、これ OKしたんで

しょ。これは、切に願いたいね。いずれにしてもこういう機会を３・４か月

に一回、進行状況をどうなっているかをね、確認の場を作ってください。そ

うしないと、１年経ってね、こうでした。それじゃもう、どうしようもな

い。お願いしときます。 

 

【質問者９】 

７年前に定年後帰ってきました。今の赤字とか、そういう関係、２巡目国

体で変な体育館を押し付けられたり、中学校の文化財の発掘とか、中学校の

建設が終わってそのための赤字というのが、かなりあると思います。だから

その点は猶予するといたしまして、住民はですね、住みにくいところから逃

げていくんですよ。ネズミだって沈む船からは、その前に居なくなるんで

す。だから今、杵築市民がどれだけ減っていくのか、見とってください。恐

らく私も１年後にはいないと思います。ただ固定資産税はこちらで払ってい

ますので、区には残って多分いると思うんですけども、お墓も見らなきゃい

けないし、ある番組を見てた時に、住民は住みにくいところからは逃げてい

くんだと、その多くは、過疎ですかね、杵築、竹田、佐伯、豊後大野もそう

でしょ、国東もひどいと思いますね、今のままじゃ、とにかくできない、ど

うするか、一番いいのは、県と市町村を合併させるんですよ。今大阪府が言

ってるじゃないですか。府と市が競合してる部分がものすごく多いと、県だ

って保健所とかいろいろ抱えてる。市町村も福祉関係とかいろいろな面で競

合した部門というのは相当あると思います。建設もそうです。市道がある、

県道がある、国道がある、それを県がみてるのと、市がみてるのと、だから

大分県の場合は、大分市・中津市、これは除いて全部県と市町村が合併する



と、いうような構想も考えられるんじゃないかと思うんですけど、これはち

ょっと、大きすぎますかね。ただ、しかし住民は確かに逃げてる。それとも

う一つ、さっき言いよった市の職員が市外にいる。簡単なことです。そこ

辺、アパートなんぼでも空いています。ここは、私の近くにアパートあるん

ですけど、ここに自転車が８台停まっています。おそらくベトナムの方だと

思うんですけど、二階建で一戸分に多分８人入っていると思います。だから

こっちで借りて、住所だけ写して、単身赴任させればいいじゃないですか、

私なんか１０何年単身赴任しました。そしたら行ったところで住民税を落と

します。それも考えてみたらどうですか。ちょっと言い過ぎかな。ただです

ね、４０数年前にですね、○○市が赤字再建団体になりました。これあの何

年で解消したのか私も確認してないんですけど、住民自体はそんなに悪くな

ってないですよ。一回はそういうのも経験したら合理化っていうのが出来る

かもしれません。これ極端な話です、ならないならならないでこしたことは

ありません。だけど、一回そういうのも経験したら、○○に親戚があるんで

すけど、住民がそれでどれだけ困ったかというと、そんなに困ってなかった

というような感じです。まあしかし、頑張ってください。こういう状況にな

ったのは、仕方ないと思います。杵築を私も愛してますし、小中高この地で

過ごしました。そしてどこに行っても、杵築はいいところですよと言ってき

ました。私が行ったのは、海辺ばっかりですけどね。海があって湾があれ

ば、杵築と同じだと。故郷愛は持っております。だからまあ、こういう状況

です。国みたいにですね、赤字国債ばんばん出して、全部、日本銀行が買い

入れて、お金刷ってばんばん出せるなら、こんな楽なことありませんよ。日

本の国はこれは潰れます。年金とか、そういう問題、簡単です。日本銀行が

２００兆円お金刷ってばら撒けばいいんですよ。そして、その分は赤字国債

買ったんだからと言って、日本銀行が資産増えましたよって。日本の国めち

ゃくちゃですよ、それを地方に健全化しろと言っても、難しいとは思います

けどもまあ、厳しいとは思いますが頑張ってください。 

 

【副市長】 

ありがとうございました。他に。時間もそろそろ来ますので、３分以内ぐ

らいで お願いしたいと思います。 

 

【質問者１０】 

今日、今回この資料を読ませて頂いて北海道夕張ですね、財政破綻という

市があったわけですけども、私は杵築が、この状況を見てると近い将来そう

なるんじゃないかなとすごい不安を感じました。特に４ページ目ですね。い



ろいろ収支が、例えば１４ページですか、先に１４ページ 目です。毎年、令

和２年から不足額を財政調整基金で繰越しますよということで、概算で言う

と３億円、３．５億円、３億円というふうになってますが、その時点で最終

的に基金の残高を一応１０億円は確保しますとおっしゃってますが、４ペー

ジの基金の推移というのを見ると平成２９年度には、もうすでにその兆候が

表れているんですけども、平成２９年度には財政調整基金、いわゆる自由に

使えるお金というのが４０億円近くあったのがですね、２年すると半分に減

ってる。２０億円まで減ってる。一応、３年間でですね、令和４年まではこ

うなりますよということで、緊急ということで、財政対策ということで素案

を出してますが、じゃ、この後はどうなるのと、１０億円減ったものが、い

や３年で１０億円は確保しますよと、じゃ残り１０億円でどうするんですか

と、先ほどいろいろ人件費の話もされてましたけども、そういう方々もいつ

までも、苦しい状況に追い込めたままで、先があるんですかと、杵築にです

ね、居を構えて３０年くらいになりますけども、私は個人的に杵築は非常に

いい街だと思っているんで、長らく住みたいんです。でもこのままだと、公

共サービスが個人の生活を圧迫するような状況になってしまうと、いわゆる

本当に住めなくなると、それだけは勘弁していただきたいと、そうするとこ

こで出されている緊急財政対策っていう素案ていうのは本当に読めば読むほ

ど市民に一応示すだけの逃げの内容じゃないんですけど、一応何とかもって

ますよ、財政破綻行政にはなりませんよと、なんかそういうふうにしか思え

ないんです。本当にですね具体的に例えばそんな１０年も２０年もは無理で

すけども、公共事業もやらなきゃいけないでしょうし、色んな対策打たなき

ゃいけないでしょうし、その辺で例えば最低５年とか、市長さんが替わられ

たあと６年とか、こういうところですねどういうふうに持って行こうとして

いますと、杵築はこういう住みやすい町になりますよと、こういうふうにカ

バーできますよと、いうところをですね、理解を含めてもうちょっと検討し

ていただきたいと、その検討案を市報で紹介するなりしてですね、杵築市民

が本当にここで暮らしたいと思えるような状況をですね、もう遅いといえば

遅いかもしれないんですけど今からでもやっていただきたいと、私は財政破

綻の市に住みたくはないですけど居を構えて３０年経ちますから住まざるを

得ないです。もちろん、この町が好きですから住んでますけど、逃げ出そう

とは全く思ってないんですけども、そうせざるを得ない状況は、避けるよう

にしていただきたいというふうに思ってます。 

 

 

 



【市 長】 

近い将来、夕張になるんじゃなかろうかという、大変な不安を与えている

ことに対しましては、本当に申し訳ないと思っています。私ができること、

全力で不退転の決意でやるのが、財政再生団体にならない、ならない目途を

つけるということで全力を尽くしたいと思います。杵築が大好きで、住めな

くなるんじゃなかろうか、サービスがどんどん低下するんじゃなかろうかと

いう思いがあると思います。ただ、財政状況が厳しいというのは、これはや

はり、国の施策が本当に充実してきたということです。例えば介護保険であ

るとか、それから国民健康保険であるとか、難病の人とか、生活が厳しい人

にも、国民健康保険がきちんと支給されていますし、介護保険も充実してき

た、もちろん介護予防の方は少し市町村のということになるんですけど、い

ずれにしましてもそういうところが、充実すればするほど市の一般財源とい

うのはそちらに持っていかれます。 

そういうことで、私どもとしましては合併特例債、これについて、今、必

要な事業はすべてやったと思っています。要望に応えてそれをやりました。

ただ、急激な人口減少とそれから杵築が持っている、その建物自体、建てた

当時は良かったんですけども、今大型の施設が類似団体からすると多すぎる

ということです。それに対する維持費、管理から起債を返していかないとい

けない。そういう杵築ならではのものが、一時に起こったという、ただ財政

再生団体にはならない、それはもう皆さんにお約束をしたいというふうに思

います。 

これはもう私が在任期間中ということになってしまいますけども全力で、こ

の職員すべてひとりひとり、皆さん方に不安を与えるということが一番大き

な問題です。こういう形で緊急財政対策は取りましたけども、財政再生団体

にならないということで、こういう計画を立てております。先ほど、こうい

うご負担をお願いしないといけないということもありますけども、それは次

の大きな波に飲み込まれないように、今ここで皆さん方のもしご協力を頂け

れば、本当にありがたいと思っています。大変ご無理なことを申し上げまし

たけども、是非いっしょに乗り越えて頂けるとありがたいというふうに思い

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【質問者１１】 

さっきから、何回も頑張ります、頑張りますって言ってますけど、耳にタ

コができるくらい聞きましたけどね、よく見てください１４ページ、これ

ね、正直、子どもでもわかりますよ。これ本年度ですよね。２０億円、１年

後１７億円、令和３年度ですね１３億円、令和４年度は１０億円、これ会社



だったら潰れてますよ。これ、はっきり言って作り替えたほうがいいです

よ。これ、誰も納得しませんよ。誰か納得する人いますか、いませんよね、

こんなマイナスにどんどんなっていくやつ、これ作り替えましょうよ。話に

なりませんよ。で、頑張りましょうって、皆さんおっしゃってますけど、私

なんか市民は安い給料で一生懸命働いて、少ない給料の中で何とか生活して

るわけですよ。皆さんぬくぬくでしょうけど、申し訳ないですけど給料の開

示、本当に頑張ってやってくれって言うんだったら、開示してもいいと思い

ますよ。ぜひ、それはやってください。それと、最後になりますけど、質問

する方、皆立って質問してましたよね、回答される方、皆座ってますよね。

こんなのあります。もう危機管理が無い。これにつきますよ。誠意がないで

すよ。一生懸命、働いてやってきて、今も苦しい、消費税も１０％に上がり

ました。物価も上がりました。どんどん苦しくなってるんですよ。そういう

中で、頑張ってくれって言うんだったら、それなりの誠意も見せてください

よ。皆ついていきますよ。そしたら。今日自分の中で分かったことは、期待

はできない。これの一つです。私は以上です。ありがとうございます。 

 

【副市長】 

はい、ありがとうございました。あと２名。 

 

【質問者１２】 

本日、聞きたいこと、いろいろ用意してきましたけど、皆さんが聞きたい

こといろいろ質問してくださってますので、私はもう意見を言いたいと思い

ます。私も生まれてからずっと杵築に、進学や就職やらで一時は離れてまし

たけど、ほとんど杵築におります。その中で何度も市役所は利用しますけど

市役所の職員の皆さんですね、どうも毎回毎回やる気のない職員が市民課や

ら何やらカウンターの近くにいるなと思っております。目の前でお昼ご飯食

べられてたらサービス利用したくはないんですよね。もっと、つい最近で

す、お昼頃にしか時間が取れないので市役所行きましたら皆さん仕事机で市

民の見える位置で、ご飯食べてまして、何ともぐうたらしておりました。そ

れ以外にもですね、もう何年も前になりますけどゲームをしてる職員がいた

んですね、よく見える場所でした。この杵築市どうなるんだろうと１０年も

前に思っておりました。結局今回のようなニュースになっておりまして、そ

れはもうなるようになったなと思っております。今回こういうふうに資料を

作っていただきましたけど、正直我々一般市民にとって、ほとんどの方が見

にくい資料でございました。説明されてもこれ一体どういうことだろうと分

からないことの方が多かったです。市民みんなが分かる資料作りをしていた



だきたかったなというのが、今回通しての思いでございます。今回、大田・

山香・杵築で厳しい意見はいろいろ出たと思います。これが現状です。それ

で今回だけで説明会終わっていただきたくはございません。年に定期的にで

も、こうやって我々を集めてお話をしていただく機会を設けていただきたい

と思っております。 

先ほど言いましたけど、市役所職員、やる気の無さは本当に見えておりま

すので、市長を中心にして気を引き締めていっていただきたいと思っており

ます。我々はもう常に見ておりますので是非、今後、財政再生団体にはなっ

て頂きたくございませんのでどうぞ気を引き締めて、ここに来ている皆様だ

けではございません。来てない市役所職員全員です。気を引き締めていただ

きたいと思っておりますので、その点よろしくお願いいたします。 

 

【副市長】 

ありがとうございます。もうお一人。 

 

【質問者１３】 

今まで皆さん色んなことを言われてましたけど、それで、まあこの合併後

の大型事業と書いてありますけども、削減事業とこれからも継続していく事

業の詳細が全く分からないなという。何を削減して、何を続けていくのか、

それにどれくらいのお金がかかるのか、その内訳はどうなっているのかって

いうのが全くわからないなっていうのが、その辺の開示っていうのは、でき

るのかっていう、その１点だけでございます。 

 

【財政課長】 

本日、いろんな意見を頂きました。この説明会もこれで終わりではござい

ません。私、当初予算編成作業に入っておりますし、これからも入っていき

ます。本日の意見を受け止めてですね、具体的な事業等をお示しするという

ことで、年明けの予算の確定の前に再度、参りたいと考えておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【質問者１３】 

年明けに行うってことで、よろしいんですか。 

 

【財政課長】 

予算の編成作業がございますので、いつと今時点でお約束はできませんが、

１月末から２月初旬にかけて、皆様にもう一度お話をさせていただきたいと思



っております。 

 

【副市長】 

はい、本当に夜遅くまで貴重な時間をいただきまして、たくさんのご意見を

いただきまして、大変ありがとうございました。叱咤激励と申しますか、お叱

りの言葉をたくさんいただきまして、私どもも気を引き締めてですね、再生団

体にならないように、頑張っていきますので、皆さん方にご支援ご協力を賜り

ますようよろしくお願いします。 

最後になりましたが、市長からご挨拶を申し上げます。 

 

【市 長】 

皆さん、夜遅くまで私どもの不手際もありまして長い時間になりました。今、

状況を報告いたしますと例えば地方交付税の減額等もございますので、これは

また、年明け早々ですね、総務省の方に行って、いろんな大型事業をかなりや

ってきました。なかなか厳しい状況がありますので、地方交付税の陳情である

とか、各国会議員の先生方を回る、あと、県の方で地方行政とか財政をつかさ

どる所が、総務部の市町村振興課というところがあります。そこで何人も来て

いただいたりとか、それから心配して上部の方々が私に直接いろんなアドバイ

スを頂いております。財政再生団体にならないっていうのは、ここでお誓いを

申し上げます。信用できない。こんな体たらくで、どうしてやるのかっていう

話もあると思いますけども、それで私共がこういう形で、皆さん方にお時間を

頂いて、説明をして、やっぱり至らないところが、説明の仕方であるとか、資

料であるとか、立ってものを言わないかっていうことも、当たり前のことをご

指摘いただきました。これは、ここの会場だけでなくて、ほかの会場でもやは

り、市の職員の働きぶりっていうのも、しっかり指摘をされました。本当に生

まれ変わるという形で頑張ります。頑張るのは当たり前ですね。当たり前です

けども、当たり前のことを当たり前に言わないといけないというのは、非常に

恥ずかしいところでございます。いずれにしましても、財政再生団体になって、

皆さん方に本当に苦しみを味あわせることのないということで、命がけで頑張

ってまいりたいと思いますので、勝手ですけど是非、ご協力を賜ればと思いま

す。よろしくお願いいたします。今日はありがとうございました。 


